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研究成果の概要： 
本研究では前近代、とりわけ中世ヨーロッパにおける支配権力の編成の実態とメカニズムを各

地域におけるアイデンティティー(一体性)の形成との関係で捉えることを課題とした。全体的

な権力の構造(国家)のレヴェルでこの問題を考える場合には、社会を構成する各レヴェル、階

層毎に検討しなければならない。本プロジェクトでは権力の最上層部分(王権、諸侯権)に限定

し、集団的な「統合と調整」に論点を絞り、各地域間の差異とヨーロッパ中世的な特徴を把握

することができた。 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は何よりも、1970 年代以降、欧米に
おいて活発化している「中央集権化された近
代国民国家」の起源と形成過程を前近代、と
りわけ中世にまで遡って考察するという斬
新な視点に動機付けられたものである。 

換言すれば近代国家の形成の問題を単に
権力の編成や制度の面から見るのではなく、
その背後にある利害の調整と統合のメカニ
ズムを解明することである。この課題と、近
年活況を呈しているアイデンティティーの

問題とを結びつけることによって、歴史学と
法学や社会学の方法論的な交流を促進し、新
しい歴史研究の視角と成果を生み出すこと
になると考えた次第である。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の基本的な目的は、ヨーロッパの前
近代、特に中世における支配権力の編成、王
を頂点とする権力構造を、社会における利害
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調整の場において働く諸力の多様性と、それ
を通して諸社会集団が全体の中に統合され、
中世国家(王国)の一体性が形成されていく過
程を史料に則してダイナミックに捉える点
にある。 

そこでは国家的な、王権レヴェルでの統治、
あるいは政治的支配や制度の実態のみでな
く、その前提をなす、法的、経済的側面での
利害関係の「調整と強制」、宗教・文化・思
想のレヴェルでのイデオロギー的な「教導と
交流」のメカニズムが問題となる。 

以上の視角から研究を遂行することによ
り、支配権力の編成の実態とメカニズムにつ
いて、ビザンツ、東欧を含むヨーロッパ各地
域間での差異と類似性を明らかにすること
により、ヨーロッパ中世的な特質を明らかに
するとともに、近代への移行の必然性を解明
することを目的とするものである。 
  
 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を完遂するためには、時代・地
域・分野の面で多人数の研究者を配置しなけ
ればならない。しかし、10 年以上にわたり、
王権・貴族・教会の三者の相互関係を軸に共
同を遂行していた「ヨーロッパ中世史研究
会」を母体とすることにより、効果的に研究
を遂行することができた。 
 具体的には分担者各自のこれまでの研究
実績を踏まえ、先ず、それぞれが本プロジェ
クトの共通課題に見合った個別テーマを提
示し、それを三つに大別し、研究を推進する
こととした。それらは、①紛争解決のメカニ
ズムと裁判権、その背景としての一体性、②
議会における立法と合意形成のメカニズム、
③王権の地域統治と統合のメカニズムであ
る。 
 
 
 
４．研究成果 
 この三年間、各分担者は上記の本共同研究
の目的、目標、視点を強く意識しつつ、精力
的に研究に邁進し、下記のように多くの成果
を得ることができた。 
 他方で、「ヨーロッパ中世史研究会」を本
共同研究の場として、上記の課題設定に基づ
き研究活動を首尾よく推進することができ
た。 
 具体的には隔月の割合で、上記の三つの
テーマで研究集会を開催した。そこでは分担
者以外からも全国的に報告者を募り、また若
手研究者を含め、多くの研究者の出席を得て、
活発な質疑・応答により、問題を深め、多様
な新たな視点を産み出すことができた。 
 また、外国からも上記のテーマを研究する

第一線の研究者を招き、対象課題に対する認
識を一層深めることができた。 
 更に、上記①の課題については、「中世王
権と聖俗貴族層－紛争の解決とアイデン
ティティー」と題するシンポジウム(「西洋史
研究会大会、2007 年 11 月」、②の課題につ
いては「西欧中世－近世における政策決定を
めぐる合意形成」と題するシンポジウム（法
制史学会総会、2009 年４月）を開催するこ
とができた。いずれも多くの専門研究者の出
席を得て盛会であり、活発な質疑・応答によ
り、問題の所在と解決の方向性をより鮮明に
する意味で極めて有意義であった。 
 2009 年３月には 3 ヵ年の共同研究の成果
を総括する意味で、冊子形態の「研究成果報
告書」（全 124 頁）を作成した。同時に合宿
を開き、2010 年度の科研による出版助成へ
の申請を目指して、『論集』の準備会を開催
した。その為の原稿は 2009 年 11 月をメドに
集約することとなった。 
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